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机伯 teke 
ベナンペアン バナンペアン ヒキ シラン ヒケ、 シネ アン ペ タ パ ナン ペ ビシ タ サン ア クス  
Pen 沖pe 杣 P 獅 ㎝ pe 荻 hinesir 柚 Ⅲke,sIne 沖 petaP 獅杣 pepls ぬ s ㎝ 荻 usu, 
ポロエタ シペヤ ンヒ 不アン。 ヒネ 、 
po Ⅰ coe は spey 且 Ⅰ㎡ ne ㎝ l.hine, 
「エタ・ ンペ ! アエコムイ ナ ! 」 
"etaspe!‖ekomuy］a!" 
セコロ ハウェアン ア クス、 
sekorhawe 荻 nakusu, 
「ホクレニンコムイ ! 」 
  ‥ hokulreenkomuy@ 
セコ ロエタ シベ ハウェアン ヒ クスオラノ、 アコムイ ペ コロイ キ アン コ ロ オクストゥ フ エア フ エア 
sekn Ⅰ e伍 spe  hawean  ⅠⅡⅠ kusu  ora Ⅱ 0.akom 丘 y  peko Ⅰ lkian  korl)oksu 抽 aLe  a4% a
ヒ ネ オラウン、 タネエタ シ ペア ラパ / イ ネネ ヒ クス、 
hineo で nalmn,t 帥 eetaspe 仰 anoynenehl ㎞ su, 
「ホクレア ラ バ、 オクストウ チ メス l 」 
"hokure‖rpa ， oksutu…imesu!" 
セコロ ハウェアナン 0タネ エタ シペヘレバ シ フ ァラ バ ヒ クス オシエ ネ ハウェアナン ア クス． 
seko て hawe 町ⅥⅡ・ ぬ neetaspehe ㎎ p 朴lwa 打 pahlku Ⅰ sSuosenehawe 町氾 nakusu, 
エタ・ンベエ ネ ハウェアン ヒ 。 
l0e ぬ speenehawe 皿 hi  
r ホ 7  カ ナケタ ? 」
"homa 上町 13%eta?" 
セコロ ハウエアン ヒ クス、 
sekorhawe 町 lhlkusu, 
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(14) トドの 、 ンラミ とり 
鳩 、 沢 ふじの ( ワテケ ) 
ペナン ペ ㎝ 上男 ) とパ ナンペ川下男 ) がいました。 あ るとき、 パナ 
ンぺ が浜に下りて 行きますと、 大きなトドがあ がっていました。 そし 
て、 
「トドさん ! シラ ミ をとってあ げますよ ! 」 
と 言いますと、 
「さあ どうぞとっておくれⅡ 
と トドが言いましたから、 私は D シラ ミ をとるふりをしながら、 トド I)P 師㎝ pe パ ナン ベ 
のえり首のところを、 むしゃむしゃ 食べました。 それから、 もうトドが述で を主語とする 始まった話だが、 3人称叙 
沖へ 帰って行く様子なので、 ここから自叙体とな 
る 。 P さ nnanpe ペナン ペ   
が 登場すると再び 3人 
「とっとと行け 、 くぴ も け やろう ! 」 称 叙述作にもどる。 
と 言いました。 もうトドは 沖へ 向かって行きましたので、 そのあ と
から私がそ う青 いますと、 トドが言いますには、 
「 え、 何だって ? 」
と言いましたから、 
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セコロ ネ ア クス   
sekor］e‖kusu, 
「 チス エウェン ベヘ ウンチ イエ Ⅱ 
"ClnuewenpeheUnClyel" 
セコロ ハウエアン コロ イルシカ コ 0 ホユプ ヒネヤン 。 
sekor”awean〔or（ruska〔or”oyupu”me【an   
オロワ ノ コッチ ャ ウォッ キ ラアン ヒ ネ イ ケ サンパワ ェク ア ス ク ア コロアンプ プ、 トオマク タ 
  orow ㎝ nokotcawotklraanlh 缶 e Ⅸ es 町 npawaekaekakoranap, ぬ 0mak ぬ 
バイ よ亡 アン ア クス、 二二テク カ タ パシクルシネプレウ ヒネ 、 
paye 荻Ⅰ 杣 cusu,nitekkatapaskurslneprewnine, 
「フッ ネ ビテ イカリ 、 セ ブビテ イ カリ、 カフ カ つ フッネ ピナイ ； り 、 カフ カ リ セ ブ 
‥ hutne  pinay  karhl sep pinay  k 肛I,ka 上 ka 上 hutne  pinay  karh,ka上 ka 上 sep 
ピナ pinayka イカリ Ⅱ、 」 ， " 
セコロ ハウエアン コロ アン。 
sekorhaweankoran. 
ヒ クス オラウン 
  hlkusuoraun 
「フツ ネ ビナ イ カリ キラアン ヒネ ヤク ピリカ ナン コロ 。 」 
‥ hutnepmnaykankjra 酊 lhlneyak  plrkan ㎝ nko ." 
セコロマイスフンベ ネクス、 ネフッネビ ナイ トゥラ シキラア ン。 ァクスイオシエ タ シペェクァ 
sekor¥ り ynu 町lpenekulsu,nehutnepinay  抽て asIklra 挺 l.akuusu  lyosetaspeek  a 
プ、 ネア ピ ナイ フ ッネプ ネ クス、 オ ウ ソ ウン ヒネ イオシエク カ エアイ カプヒ クスオ ロ タ サ ナン 
p,n 壱a  pinay  hutne  p  ne  kusu,ounoun  hine lyosek  ka  e町 kap㎡ kusu  oro  ta  s 舟Ⅵ n 
ヒネ アト イコ キッキ ク ヒネ アライケ ヒみ 、 オラ ノ カミヒ ア ウニ タ ンアルラ フ アルラ フ ヒ 不才 ラノ 
ねイ neatoykoukH 上 ⅠⅠ nearaykehine,o Ⅰ aIl0k 町IⅡ hlauI Ⅱ un荻 Ⅱ て aa 打 ℡raal Ⅱ neo Ⅰano 
アエ ピリカ コロアナン。 
l5aepi 「 kako ァ血週 Ⅱ・ 
ルウェ ネア クスオ ロ タ、 シネアン ト タ 、 ベナンベサン ヒネ 、 エネハウェアン ヒ  
Ⅲ we')neakusu  oro  ta,slne ㎝ to  ta,P る n 杣pes 紬 hine,enehawe ㎝㎡ ， 
「 イネ /  ウェンクルエ ネ 7  ％ マ クエイキ ヒ ネニシ バ エ千 ? 」 
‥ Ineno  we 皿Ⅱreneap  mak  ey㎞㎡ nemspaene?" 
セコロ ハウエアン ヒ クス、 
sekorhaweanhlkusu, 
「エクイ ペ コロア エ パシクマナ l 」 
"ek  Ipekoraep 姦 sSkumanal" 
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「「早くお行きなさい、 トドちゃんⅡと 言ったのですよⅡ 
と 言いますと、 トドは 
「耳が遠いわけじやないんだぞⅡ 
と言いながら、 おこって、 すっとんで来て 、 浜に上がって 来まし 
たし O 
それから、 私は逃げて行き、 トドはあ とからどんどん 追いかけて来 
ましたが、 ずうっと m 奥まで行きますと、 ホ の枝の上にカラスが 一羽と 
まっていて、 
「せまい谷から、 広い谷から、 カァニカァ Ⅰせまい谷から、 
カァ Ⅰ カァ Ⅰ広い谷から 0 」 
と 鳴いていました。 
そこで私は 
「せまい谷から 逃げるほうがいいだろう 目 
と 思いましたので、 そのせまい谷をさかのぼって 逃げました。 する 
とあ とからトドが 追いかけて来ましたが、 その谷はせまいものですか 
ら、 体がつかえてひっかかって、 私のあ とに続いて来ることができませ 
ん。 それで、 私はそこまで 下って行って、 トドをぶん な ぐって殺して、 
それからその 肉を家へ何回にも 分けて運んで、 それで裕福になっていき 
ました。 
そうしていたところ、 あ る日、 ペナン ぺ が川上の家からやって 来 
て、 言いますには、 
「おれと同じ 貧乏人だったのに、 どうやって金持ちになったのだ ?」
と 言いましたから、 
「来いよ。 食べながら教えてやるからⅡ 
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2 Ⅰ uWe ルウェは 、 の 
みこまれてしまって 聞 
こえない。 
セコ ロパナン ペ ハウエアン ア タス  
sek0rP ㎞㎝匹 hawe ㎝ 荻 usu, 
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とパ ナン ぺ が言いますと、 
「おれが先に 聞いたんだⅡ 
と言いながら、 片足をあ げて戸口の横にシャッ と オシッコをひっかけ 
て、 それから、 ずうっと パナンぺは浜に 下りていきました。 
すると、 やっぱりまた、 トドが浜にあ がっていました。 そこで 
「シラ ミ をとってあ げますよ、 トドさんⅡ 
と言いますと、 
「さあ 早くとっておくれ ! 」
と言います。 そこで、 それから、 ペナンべは、 トドのシラ ミ をとり 
ながら、 そのえり首のところを、 ムシャムシャ 食べながら、 シラ ミ な と 
るふりをしていました。 それから、 トドは 沖へもどって行きました。 
そこで、 
「とっとと行け 、 くび も け やろうⅡ 
とぺ ナン ぺ が言いました。 すると、 
「 え、 何だって ? 」
とトドが言いますので、 
岡 早くお行きなさい、 トド ち やんⅡと言ったのですよ 口 
と 言いますと、 トドは 
「耳が遠いわけじゃないしだ ぞ Ⅱ 
と言いながら、 おこって、 すっとんで来て、 浜にあ がって来ました 
ので、 ペナンぺは逃げて、 山の方へ向かって 行きました。 
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r まふ ゑ恵 ア % ぷ e 甜ぷ y 荏油，㍍ そぽカピ s およ孟蒜 蓋お， J. 
sekorhawe セコ ロ ハウェアンコロアン 旭 koranhlkusu,Pen ヒ クス、 ペナンベエ ㎝ peeneyaynu  ホ ヤイヌ 蓋 l,・、 
: 品品 ま y ㍊Ⅱ 磁はふ帝ま e 手無 ; 為，ち ， 驚 p 。w ま器臨 ， 品 ; 姦 ㍊ ;. 
  轟闘 ， a 盆釜 e ち ま石 u Ⅰ ま e 鮫も ，ぢ e ne ま ま 孟も， 轟舌幸 ay ，「 まよ Ⅱペナン Penanpekira ベキラ 。  
% ま U  孟ぷ p, 盗 ，Otla; こ ; 住 良品Ⅹ 岳は e 吉姦綴 る e@,ene ㌦ ぎ ぶ下品温もぎ 0鰍よ nf 由お
孟ま a谷流乱らよ 庄 J3% 言舌 笠 k ぎ孟益よ ・ ?tu 屈み品白了 ， るィ w ま ㎡ⅠⅡ・。 
ペナンベ ライ ワ イサム ルウエ ネ クス、 タネ オ カ ペナンベ イテキ イ コイサンパヤク 
Penanpe@ray@wa@isam@ruwe@ne@kusu ， tane@oka@P6nanp @iteki@ikoysanpa@yak 
ピリカ ! 
Pl ア Kkal 
クイ ェ ハウェ ウン。 
    セ sekor コロアンペナンペ 帥 P さn ㎝peuwepeker,kuyehaweun タウエベケレ   
ま 吉二㌢ u おも古品 毛丘 、 よ蕪ぎ Ⅱ 笘乙 Ⅰ 吝 ここ 7 ㌫ h 月n 否よ w ニ: 
バ ク / カ 。 おわり ! 
pa Ⅱno  ka.ow 召 rtl') 
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すると、 ずうっと山奥に 、 ホ の枝の上にカラスが 一羽とまつて、 
「 カァ Ⅰ カ ァ - 、 せまい谷から、 カァニカァ Ⅰ広い谷から。 」 
と鳴いていましたので、 ペナン ぺ が思うには、 
「広い谷から 逃げれば、 広くて速く逃げられるぞⅡ 
とぺ ナンぺは思いましたので、 広い谷から ぺ ナンぺは逃げました。 
すると、 どこまでもトドは 追いかけることができたものですから、 
ペナン ぺ に追いついて、 ペナン ぺ は、 ぶっ殺されて、 ひどい死に方で 死
んでしまいました。 
ペナンぺは死んでしまったのですから、 今いる ぺ ナン ぺ たちは、 ひ 
とまねをするのではあ りません ょ ! 
という、 ペナン ぺ の昔話を 、 私はお話ししたのですよ。 
このような昔話をおじいさんなばあ さんたちは語ったのでしたよ。 
おしまい。 オワリ ! 3) 
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??
?
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